
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 161,605 653.36 247.34 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

- 57.39 92.42 2,343 148,947 363.60 409.65 【】 令和4年度全国平均

経営比較分析表（令和4年度決算）

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

2. 老朽化の状況について

2. 老朽化の状況

全体総括

　経常損益については、「経常収支比率」が100％
以上を維持しており、収支状況が黒字であることを
示しています。「料金回収率」は昨年度に引続き
100％以上を維持しています。
　「流動比率」については、常に100％を超えて推
移しており、短期的な支払能力が確保されているこ
とを示しています。しかし、今後大型の浄水場更新
事業が控えており、資金確保に向けた取組がより一
層重要な課題となります。
　「企業債残高対給水収益比率」については、類似
団体平均値を上回る状況にあり、今後の統廃合事業
等の大規模事業に向けて企業債の適切な活用を図り
ます。
　「給水原価」は、類似団体平均値より低い状況に
あります。平成30年度から概ね安定しており、費用
の効率性は図られている状態ですが、今後も更新投
資等に充てる財源の確保のため、更なる経営の効率
化に努めていきます。「施設利用率」は類似団体平
均値を上回って推移しており適正な規模と考えられ
ます。
　「有収率」は昨年度より0.24ポイント低下しまし
たが、今後も漏水調査や老朽管更新等により「有収
率」の向上に努め、供給した配水量の効率性を高め
ていきます。

　「有形固定資産減価償却率」は浄水場施設の更新
等により昨年度より0.2ポイント低下しましたが、
「管路経年化率」が年々増加傾向にあり、施設の老
朽化が進んでいます。また、「管路更新率」は類似
団体平均値より低いことから、管路の更新投資の実
施状況は遅れている状態です。
　現在まで行ってきた漏水調査や老朽管の計画更新
を継続しつつ、アセットマネジメントに基づき、大
規模な老朽施設の更新についても計画的に推進して
いきます。

　経営については、現在まで概ね健全な数値を保持
し、適正な状況を継続してきました。
　しかし、給水人口の減少などを背景に、給水収益
は年々減少傾向にある一方、老朽施設の更新や耐震
化など施設投資の需要は増加していくなど厳しい状
況を迎えていることから、更なる経営の効率化に努
めていきます。
　また、施設投資については、限られた財源の中で
計画的かつ効率的に推進していくために、施設の長
寿命化対策やアセットマネジメントの活用を図って
いく必要があります。
　今後、経営戦略に基づき、更なる効率的な事業運
営に努めていきます。
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【108.70】 【1.34】 【252.29】 【268.07】

【89.76】【59.97】【174.75】【97.47】

【51.51】 【23.75】 【0.67】



経営比較分析表（令和3年度決算）
宮崎県　都城市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
) グラフ凡例

法適用 水道事業 末端給水事業 A3 非設置 162,572 653.36 248.82 ■ 当該団体値（当該値）

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
) － 類似団体平均値（平均値）

　経営については、現在まで概ね健全な数値を保持
し、適正な状況を継続してきました。
　しかし、給水人口の減少などを背景に、給水収益
は年々減少傾向にある一方、老朽施設の更新や耐震
化など施設投資の需要は増加していくなど厳しい状
況を迎えていることから、更なる経営の効率化に努
めていきます。
　また、施設投資については、限られた財源の中で
計画的かつ効率的に推進していくために、施設の長
寿命化対策やアセットマネジメントの活用を図って
いく必要があります。
　今後、経営戦略に基づき、更なる効率的な事業運
営に努めていきます。

411.60 【】 令和3年度全国平均

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

- 56.65 92.37 2,343 149,659

全体総括

363.60

　経常損益については、「経常収支比率」が100％
以上を維持しており、収支状況が黒字であることを
示しています。「料金回収率」は昨年度に引続き
100％以上を維持しています。
　「流動比率」については、常に200％を超えて推
移しており、十分な支払能力があることを示してい
ます。しかし、事業費は増加しているため、資金確
保に向けた取組みがより一層重要な課題となりま
す。
　「企業債残高対給水収益比率」については、入札
不調や世界的な半導体不足による資材調達の遅延等
が影響し、事業の繰越が多く、借入額が減少したこ
とで、昨年度より9ポイント低下しました。類似団
体の平均を上回る状況にありますが、今後の統廃合
事業等の大規模事業に向けて企業債の適切な活用を
図ります。
　「給水原価」は、類似団体より低い状況にありま
す。経年を比較しても概ね安定しており、費用の効
率性は図られている状態ですが、今後も更新投資等
に充てる財源の確保のため、更なる経営の効率化に
努めていきます。「施設利用率」は類似団体の平均
を上回って推移しており適正な規模と考えられま
す。
　「有収率」は昨年度より0.54ポイント上昇しまし
た。これは漏水箇所を早期に発見修理し、また老朽
管を更新したことで漏水量が減少したものです。今
後も漏水調査や老朽管更新等により「有収率」の向
上に努め、供給した配水量の効率性を高めていきま
す。

2. 老朽化の状況について

　「有形固定資産減価償却率」が昨年度より1.04ポ
イント上昇し、「管路経年化率」が年々増加傾向に
あり、施設の老朽化が進んでいます。また、「管路
更新率」は類似団体と比較して低いことから、管路
の更新投資の実施状況は遅れている状態です。
　現在まで行ってきた漏水調査や老朽管の計画更新
を継続しつつ、アセットマネジメントに基づき、大
規模な老朽施設の更新についても計画的に推進して
いきます。

2. 老朽化の状況
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【111.39】 【1.30】 【261.51】 【265.16】

【90.12】【60.29】【167.74】【102.35】

【50.88】 【22.30】 【0.66】
















